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幼小通信は、ホームページでも閲覧することができます https://x.gd/TXG2g

白鷹町が幼保小架け橋プログラム推進研修会をスタート

教
育
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
（
以

下
「
園
」
）
、
小
学
校
、
役
場

関
係
課
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

実
現
し
、
連
携
組
織
体
制
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

白
鷹
町
の
こ
こ
が
す
ご
い

ー

そ
の
壱

ー

白
鷹
町
の
こ
こ
が
す
ご
い

ー

そ
の
弐

ー

持
続
的
か
つ
発
展
的
な
組
織

体
制
及
び
取
組
み
と
な
っ
て
い

く
よ
う
、
白
鷹
町
で
は
長
期
的

な
ス
キ
ー
ム
を
描
い
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
は
、
保
育
参
観

か
ら
で
す
。
保
育
を
見
た
こ
と

が
あ
る
小
学
校
の
先
生
は
少
な

く
、
保
育
に
参
加
し
た
こ
と
が

あ
る
先
生
は
さ
ら
に
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
白

鷹
町
で
は
、
実
際
に
見
る
こ
と
、

知
る
こ
と
を
出
発
点
と
し
ま
し

た
。
目
の
前
の
子
供
の
姿
を
通

し
て
、
大
切
に
し
た
い
育
ち
、

幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の

在
り
方
、
小
学
校
以
降
に
つ
な

ぎ
た
い
子
供
観
等
を
、
関
係
者

が
対
話
を
通
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。
「
架
け
橋
期
に
目
指
す

子
供
像
」
を
、
対
話
を
通
し
て

共
有
し
て
い
く
こ
の
プ
ロ
セ
ス

に
こ
そ
大
き
な
意
味
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

白
鷹
町
の
こ
こ
が
す
ご
い

ー

そ
の
参

ー

ち
ょ
こ
っ
と
メ
モ

ち
ょ
こ
っ
と
メ
モ

幼
児
期
の
生
活
の
中
心
は
言

う
ま
で
も
な
く
遊
び
で
す
。
で

は
、
遊
び
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

遊
び
の
定
義
は
広
く
、
広
い
が

故
に
認
識
の
ず
れ
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
遊
び
は
次
の
よ
う
に

定
義
さ
れ
ま
す
。

参
考
資
料
「
こ
れ
か
ら
の
幼
児
教
育
２
０
１
４
」

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
総
合
研
究
所

①
自
発
性

・
自
分
か
ら
す
る
こ
と

②
自
己
完
結
性

・
満
足
す
る
ま
で
す
る
こ
と

③
自
己
報
酬
性

・
楽
し
い
、
面
白
い
と
い
う

感
覚
等

「
遊
び
中
心
の
保
育
を
丁
寧
に

展
開
し
て
い
る
か
」
と
い
う
視

点
を
も
つ
こ
と
は
、
質
の
高
い

幼
児
教
育
の
実
現
に
向
け
て
と

て
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
「
遊

び
と
は
何
か
」
「
な
ぜ
遊
び
な

の
か
」
等
の
問
い
は
、
小
学
校

以
降
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
子
供

中
心
に
再
考
す
る
際
、
大
変
有

益
な
視
点
と
言
え
ま
す
。

幼
小
接
続
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
編
成
し
て
い
く
際
、
山
形
県

版
の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ

ン
シ
ー
ト
」
と
「
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
シ
ー
ト
」
等
の
活
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
Ｈ
Ｐ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
教
育
事
務
所
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※１：本通信における「幼小」は、「幼児教育と小学校教育」の略称として使用。※2：５歳児から小学校１年生の２年間。(文部科学省「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」）より

管理職の先生方が「幼児教育から小学校教育への接続」について協議。

第
一
回
目
の
研
修
会
に
は
、

町
内
全
て
の
小
学
校
及
び
保
育

園
・
認
定
こ
ど
も
園
か
ら
、
管

理
職
、
教
諭
、
保
育
士
等
が
参

加
し
ま
し
た
（
写
真
）
。
町
内

保
育
園
の
遊
び
の
様
子
を
映
像

で
見
な
が
ら
、
「
幼
児
期
に
こ

そ
大
切
に
し
た
い
教
育
」
「
共

有
し
た
い
教
育
観
や
子
供
観
」

等
に
つ
い
て
、
園
と
小
学
校
側

が
意
見
を
交
わ
し
、
連
携
の
方

向
性
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

「子供の育ちをつなぎたい」

白鷹町の子供たちの将来のために、

「架け橋期※２」の教育の重要性及び質
について、町全体で共有を図っていく
必要があると、強く感じていました。
子供の学びと育ちは生まれた時から

始まっています。幼児教育における遊
びを通した学びを、小学校以降の育ち
に丁寧につないでいきたいです。

‐研修会立ち上げへの思い‐

町教育委員会指導主事

幼児期の育ちと学び、そしてその接続について、町内保育園の保育場面を例に講話。

幼小通信「３分くらいで読める遊びの話」 2024年5月27日(月) 山形県教育委員会 vol.0001

※１

ホームページでは写真を公開しておりません。
ご了承ください。

ホームページでは写真を公開しておりません。
ご了承ください。


